
 

 

 

 

後期生徒会役員が決定 ～今できる新たな取り組みを創造する～ 

９月１５日（木）に後期生徒会選挙の立合演説会を行いました。１２人の生徒が立候補し、

自分の公約と決意を力強く演説してくれました。今年も TV 放送による演説会となりました

が、各候補者の真剣さや緊張感が各教室にも伝わってきました。聞く側の生徒も、一人一人

の候補者の思いを受け止め、選ぶ責任をもって後の

投票に臨みました。依然としてコロナ禍が続く中

で、公約の実現のため、そして後期の駄知中をより

よくするためにどんな活動ができるのかを創造し

ていく必要があります。役員の皆さんには、仲間の

ために動く主体性を発揮し、今できる新しい発想を

大切にして全校生徒を巻き込みながら一緒に取組

を実行してほしいと思います。          ＜TV による立合演説会の様子＞ 

～後期生徒会執行部～ 

会 長：福岡 仁義 （３B）「明日も来たいと思える駄知中へ」 

副会長：正村  涼 （３A）「４本柱の復活へ」 

副会長：西尾 栄里奈（２B）「いつでもどこでも時間行動を意識できる学校」 

書 記：丹羽 颯野 （３B）「行事の活性化で生活の向上」 

書 記：堀  あんな（２A）「生徒の声が必ず届く学校」 

～後期専門委員長～ 

健康委員長：高見 友那 （３A）「感染対策を徹底し四本柱をさらに高めていく学校へ」 

文化委員長：横田  冠 （３B）「四本柱を磨き地域との交流を深める」 

生活委員長：水野 真希 （３A）「親しみある駄知中へ」 

図書委員長：鈴木 絵里加（３B）「楽しく利用できる図書館へ」 

学習委員長：ｶﾊｸﾘ ｴﾘｱｽ （３B）「学習を通して我が道を切り開く」 

美化委員長：塚本 海星 （３A）「常にきれいを保てる学校」 

※今年度も半年が過ぎ、いよいよ後期がスタートします。前期、生徒の皆さんは、「命や健

康を第一に」考え、仲間と互いの良さを認め合い、取り入れ、共に高めあう姿が多くみられ

ました。後期も今の姿勢を大切に続けるとともに、「もっとよい駄知中」「もっとよい自分」

をめざして日々の学校生活に取り組んでほしいと思います。 

駄知中だより  令和４年１０月３日 


